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生体情報を可視化する
光学顕微鏡技術の開発
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光と物質とが相互作用すると、反射や散乱、吸収などの様々な効
果が生じます。これらの効果は物質の多種多様な情報を取得する
ことに利用できます。この方法と光学顕微鏡を組み合わせると、
細胞や組織の形状、またそれらを構成する物質分布の情報が画像
として与えられ、細胞の種類や活性状態、皮膚や臓器などの生体
組織の状態の病変等の様々な生体情報が得られます。このような
豊富な生体情報をもたらす「光」による新しい分析技術、顕微鏡
技術を開発し、発展させ、未来の医療や創薬へ資する研究を進め
ています。

フォトニクス、光学顕微鏡、ラマン顕微鏡、超解像顕微鏡、
バイオイメージング

応用分野 バイオイメージング、医療、創薬
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